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分村から８０年
時を超えて交流を深化させる

意味：私たちはきょうだいだよ

中城村北中城村両村長副村長、そして中城村北中城村両議会議員、関係者との全体写真
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比嘉麻乃 中城村長 比嘉孝則 北中城村長

　終戦後の米軍基地による土地の接収で、村が南北
に分断され行政運営に支障をきたしたために１９４６
年５月に中城村の北部１２行政区が分離する形で北
中城村が誕生した。
　行政区は二つに分かれたが、これまで両村で消防
業務を担う中城北中城消防組合やごみ処理業務を
担う中城村北中城村清掃事務組合、そして中城城跡
共同管理協議会を共同で運営してきた。
　また、毎年１２月の冬至の日には中城城跡で「わか
てぃだを見る集い」など共に取組んできた。
　そして、分村から８０年目の５月２０日に中城城跡一
の郭にて両村長副村長並びに両村議会議員・関係
者が参加する中で、両村のさらなる交流を深化させる
ために「ちょーでー村協定式」が行われた。

　２００４年に村長に当選し、４期１６年北中
城村長を務めた中で就任早々に中城村と
の合併問題への対応や行政改革の推進、
また、アワセゴルフ場跡地開発において
大変な労力を費やしたが、職員含めて多
くの関係者のご協力で様々な取組みを進
めることができた。これからも、村民と共
に議会と行政が連携して村政が発展する
よう心から祈念しております。

新垣邦男
前北中城村長

皆で取組み今がある
　私の父、大城永昌は第８代北中城村長とし
て３期１２年村政運営を担っていた。在任期
間中に中城村との清掃事務組合や消防事
務組合などをスタートさせ、常々、「両村は
ちょーでー村で手と手を取り合って取り組
むことが重要だ」と言っていた。
　特に思い出深いのは、村長車があるが、
住民とのコミュニケーションにもなるといっ
て、役場へよく歩いて行っていた。

大城律也
北中城村議

父の思いが息づいている

中城村・北中城村ちょーでー村協定

令和8年8月発行
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末永き友好を

葛巻町 鈴木重男 町長

北中城村分村８０年の歩み
あの日から始まった
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 （２月８日）第１期議会議員選挙２１名当選
１９５８年 （１０月１５日）広報村民の友第１号発刊
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１９８９年 （４月５日）村立島袋小学校開校式
 （８月２４日）岩手県葛巻町姉妹町村
 　　　　  盟約調印式
１９９４年 （６月２６日）村文化協会設立

飛龍翔天

２０００年 （１１月２７日）中城城跡世界遺産登録
２００３年 （２月２３日）北中城小学校創立１００周年
 　　　　 記念式典
 （３月２９日）アーサ拠点産地として県から認定
２００８年 （７月１日）あやかりの杜図書館開館
２０１０年 （７月３１日）米軍基地アワセゴルフ場返還
２０１３年 （７月）女性長寿日本一
２０１５年 （４月25日）イオンモール沖縄ライカムオープン
２０１６年 （４月１日）中部徳洲会病院開院
２０２４年 人口18,000人達成
２０２６年 （４月１６日）米軍キャンプ瑞慶覧「喜舎場住宅
 　　　　 地区」の一部返還を正式合意
 （５月２０日）村制施行８０年

　国内で唯一地上戦が行われた沖縄には
戦後約８０年間米軍が駐留している。理不
尽だ。我が村は一貫して平和な村・文化の
村づくりをしてきた。
　戦争はゆっくり忍び寄ってくる。だから
平和な田園文化村を目指すことが重要だ。

　北中城村の村制８０周年を
心よりお祝い申し上げます。
　現在の村の礎を築かれた
先人のご労苦と、その志を受
け継ぎ、村民の幸福のために
日々ご尽力されている皆様に
深く敬意を表します。
　北中城村のますますのご発
展、ならびに村民の皆様のご
健勝とご多幸、姉妹町村とし
ての友好が末永く続きますこ
とをご祈念申し上げます。

喜屋武馨
元北中城村長

※北中城村の歴史の詳細は村ホームページの「歴史年表」で
　ご覧いただけます。

平和な田園文化村づくり

中城遊園地（中城城跡内）中城遊園地（中城城跡内）

1971年新築当初の北中城村役場1971年新築当初の北中城村役場

日本初のファストフード店
A＆W屋宜原店

日本初のファストフード店
A＆W屋宜原店

1970年代
日本堂若松ワニ公園
（現中華パンダ付近）

1970年代
日本堂若松ワニ公園
（現中華パンダ付近）

アワセゴルフ場を挟んだ
もくまおう並木の県道22号線
アワセゴルフ場を挟んだ

もくまおう並木の県道22号線

海鮮レストラン魚菜園
（北中城村屋宜原）
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（北中城村屋宜原）

1970年北中城村大城貸馬
（現中北消防署前）

1970年北中城村大城貸馬
（現中北消防署前）

1950年代後半の石平交差点
右手側リージョンクラブ

1950年代後半の石平交差点
右手側リージョンクラブ
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第４回北中城村議会 議会報告会・意見交換会熱気 活気
　第４回目となる村民と議会との交流会議「議会報告会・意見交換会」を令和８年６月２８日に中央公民館
にて開催した。多くの村民が参加して活発な意見交換ができたことに心から感謝申し上げます。また、この
会にあたって、事前に募集した質問に対して９名から３６問の質問が届き、当日も会場から活発に村政への
課題や提案等の意見が出た。
　皆様から頂いた意見や提案を議会活性化調査特別委員会にて集約し、引き続き調査・検討をしていき
たい。

　５月初旬の長雨の影響により、５月１１日に安谷屋地内（石
平自治区）で落石が発生、５月２３日には喜舎場地内で土砂崩
れが発生したため、５月２９日付けで、喜舎場・安谷屋・石平の
３自治会長から北中城村議会に陳情書が提出された。陳情書
に対する審査を総務厚生常任委員会に付託し所管事務調査
を行い、当該地は沖縄県の土砂災害警戒区域等に該当する
ため、本村議会として沖縄県知事・沖縄県議会議長宛に意見
書を提出した。

■〈調査期日〉令和８年６月８日
■〈調査場所〉喜舎場地内、安谷屋地内（石平自治区）
■〈参加議員〉総務厚生常任委員会委員５名
■〈調査項目〉落石、土砂災害の現状確認と今後の対応

所管事務調査報告県内・村内総務厚生常任委員会

喜舎場地内の土砂災害現場

危機迫る状況、早期の対応を求む！

【所管事務調査】

安谷屋地内（石平自治区）の落石現場

議会の
説明責任
を問う！

5
令和8年8月発行
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現場主義・活動する議会

　６月定例議会は、６月５日から１５日までの１１日間の会期で開かれた。提出議案１１件で、条例の一部改正
３件、補正予算５件、報告３件を審議した。審議の結果、全議案全会一致で可決された。また、９日と１０日は
一般質問が行われ９名の議員が登壇し行政を質した。第２０期の議員では、今回が最後の定例議会と
なった。

令和８年度一般会計補正予算（第２号）3,318万円を追加
令和８年度一般会計補正予算（第３号）５２万円を追加

令和８年 第4回 ６月定例議会

　令和８年第３回北中城村議会臨時議会が５月１５日に開催され、提出議案８件で、補正予算１件、承認３
件、同意４件を審議した。審議の結果、全議案全会一致で可決された。 尚、補正予算第１号で２,９２９万円を
追加し、歳入歳出予算総額９８億5,329万円となった。また、固定資産評価員１名、固定資産評価審査委員
会委員３名が選任された。

令和８年 第３回臨時議会

ライカム自治会設立準備委員会補助金

村民劇「比嘉太郎物語」補助金戻入金
（収支決算により余剰金分の戻し入れ）

一般コミュニティー助成事業補助金
（喜舎場公民館エアコン設置）

中核機関コーディネート事業
（成年後見制度の意思決定支援サポーター）

歳入歳出予算総額９８億8,700万円

小・中学校の学校給食費が無償化された。

６月定例議会で可決された主な補正予算

２１１万円 ２５０万円

５０万５千円 1２３万円

11議案
全会一致で
可決

※今回の補正予算は、一般会計、国保会計、上下水道会計共に４月の人事異動に伴う人件費等の補正が大半を占めた。

みんなで会議 みんなの議会
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る
人
は

全
国
的
に
多
く
な
っ
て
い

る
中
で
、北
中
城
村
に
お

い
て
の
相
談
シ
ス
テ
ム
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
後
遺

症
に
係
る
救
済
制
度
の
申

請
状
況
は
。

　
相
談
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
随
時
役

場
窓
口
に
お
い
て
対
応
し
て

お
り
、住
民
へ
の
適
切
な
情

報
提
供
と
相
談
対
応
に
努
め

て
い
る
。救
済
制
度
申
請
数

に
つ
い
て
は
、２
名
で
３
件

の
申
請
と
な
っ
て
い
る
。

用
語
説
明

※
公
立
小
学
校
給
食
費
無
償
化
策
と
は
、高
市
内
閣
に
お
い
て
決
め
ら
れ
た
給
食
費
無

償
化
策
で
令
和
８
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。児
童
一
人
あ
た
り
月
額
5,
2
0
0

円
程
度
を
支
援
す
る
も
の
。

問

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
が

ア
メ
リ
カ
の
食
品
医

薬
品
局
に
提
出
し
た
有
害
事

象
報
告
書
に
よ
る
と
、ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
有
害
事
象

は
1,
2
9
1
種
類
あ
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。そ
う
い
う
中
で
、ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
後
遺
症
な

の
か
加
齢
か
ら
来
る
病
気

な
の
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ず

に
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
た

く
さ
ん
い
る
と
思
う
。だ

か
ら
こ
そ
、後
遺
症
に
対

す
る
先
進
地
事
例
を
基
に

悩
ま
れ
て
い
る
方
へ
の
寄

り
添
う
シ
ス
テ
ム
が
必
要

だ
。

　
村
と
し
て
は
丁
寧

に
説
明
し
、制
度
に

つ
い
て
は
国
に
お
い
て
検

討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い

え
る
。

　
北
中
城
村
の
給
食

の
栄
養
価
は
ど
れ
く

ら
い
不
足
し
て
い
る
か
。

　
小
学
校
の
国
の
基
準

が
６
５
０
キ
ロ
に
対
し

て
５
９
８
キ
ロ
。中
学
校
で
は

８
３
０
キ
ロ
に
対
し
て
７
３

６
キ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
っ
て
か

ら
丸
5
年
が
経
ち
、日
本

国
民
の
約
8
割
、4
億
回

以
上
が
接
種
さ
れ
た
と
い

わ
れ
、一
人
当
た
り
の
追

答

答

答答

答

答

問

問

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
に

対
す
る
対
策
は

問

問

給食の量に不満の声がある

学校給食満足度は努力が必要
教育長　努力していく

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
健康、教育、暮らし、
経済

・意外に得意なこと　　
クイズ

詳細は
動画から
チェック!
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①役場窓口業務の受付時間短縮に
ついて
②各種検定料補助金について
③中学校スクールバスについて
④村の時報について

①国の給食費無償化に係る今後の村
の取組み

②新型コロナワクチン政策とワクチン
後遺症への対応について

③デジタル教科書と生成AIが子ども
に与える影響について

①手話言語条例の制定に
ついて
②一人暮らし老人の友愛
訪問活動について

①自治体・自治会・大学の連携による
まちづくり
②教育と文化の継承発展について
③域学連携で子どもたちの育成について
④行財政の確立強化の取組みについて
⑤東海岸地域の土地の効率利用について
⑥中城城跡の通過点脱却へ

①荻道・大城地区周辺のまち
づくり関連事業に関して
②本村の不登校に関して
③リチウムイオン電池の取り
扱いは

①ハワイとの交流について
②防災無線の設置について
③認可保育園運営等について
④村内の落書きの件について

①子どもたちの模擬選挙で
主権者教育を

②学校へ行けない子への対応は
③交通弱者の足を確保しよう
④ゴミ袋はなくならないか

①村の財産である動産・不動
産の管理について

②動物愛護条例制定について
③公園整備について

①平和教育と子どもの権利尊重
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こ
れ
ま
で
村
長
の

公
約
で
進
め
ら
れ
て

き
た
給
食
費
の
3
/
4
負

担
軽
減
策
だ
が
、国
、県

の
※
給
食
費
無
償
化
策
を

利
用
し
た
こ
と
で
村
は

1,
9
8
0
万
円
の
負
担
軽

減
に
な
る
。村
長
公
約
で
あ

る
私
学
へ
の
無
償
化
は
村

民
と
の
約
束
な
の
で
し
っ

か
り
進
め
る
べ
き
だ
。

　
し
ば
ら
く
待
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
沖
縄
県
の
北
中
城

村
の
給
食
に
対
す
る

満
足
度
調
査
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
は
60
・
7
％
、量
に
つ

い
て
は
40
・
６
％
で
あ
っ

た
。村
と
し
て
努
力
が
必

要
だ
。　

努
力
し
て
い
く
。

加
接
種
回
数
は
世
界
で

最
も
高
い
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、そ
の
有
効
性

と
安
全
性
に
対
し
て
は

し
っ
か
り
と
し
た
調
査
・

検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
実
だ
。そ
こ
で
、ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康
被

害
や
不
安
を
抱
え
る
人
は

全
国
的
に
多
く
な
っ
て
い

る
中
で
、北
中
城
村
に
お

い
て
の
相
談
シ
ス
テ
ム
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
後
遺

症
に
係
る
救
済
制
度
の
申

請
状
況
は
。

　
相
談
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
随
時
役

場
窓
口
に
お
い
て
対
応
し
て

お
り
、住
民
へ
の
適
切
な
情

報
提
供
と
相
談
対
応
に
努
め

て
い
る
。救
済
制
度
申
請
数

に
つ
い
て
は
、２
名
で
３
件

の
申
請
と
な
っ
て
い
る
。

用
語
説
明

※
公
立
小
学
校
給
食
費
無
償
化
策
と
は
、高
市
内
閣
に
お
い
て
決
め
ら
れ
た
給
食
費
無

償
化
策
で
令
和
８
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。児
童
一
人
あ
た
り
月
額
5,
2
0
0

円
程
度
を
支
援
す
る
も
の
。
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ザ
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食
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医

薬
品
局
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提
出
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有
害
事

象
報
告
書
に
よ
る
と
、ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
有
害
事
象

は
1,
2
9
1
種
類
あ
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。そ
う
い
う
中
で
、ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
後
遺
症
な

の
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加
齢
か
ら
来
る
病
気

な
の
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ず

に
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
た

く
さ
ん
い
る
と
思
う
。だ

か
ら
こ
そ
、後
遺
症
に
対

す
る
先
進
地
事
例
を
基
に

悩
ま
れ
て
い
る
方
へ
の
寄

り
添
う
シ
ス
テ
ム
が
必
要

だ
。

　
村
と
し
て
は
丁
寧

に
説
明
し
、制
度
に

つ
い
て
は
国
に
お
い
て
検

討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い

え
る
。

　
北
中
城
村
の
給
食

の
栄
養
価
は
ど
れ
く

ら
い
不
足
し
て
い
る
か
。

　
小
学
校
の
国
の
基
準

が
６
５
０
キ
ロ
に
対
し

て
５
９
８
キ
ロ
。中
学
校
で
は

８
３
０
キ
ロ
に
対
し
て
７
３

６
キ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
っ
て
か

ら
丸
5
年
が
経
ち
、日
本

国
民
の
約
8
割
、4
億
回

以
上
が
接
種
さ
れ
た
と
い

わ
れ
、一
人
当
た
り
の
追

答

答

答答

答

答

問

問

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
に

対
す
る
対
策
は

問

問

給食の量に不満の声がある
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　教
育
の
振
興
で
あ
る
。

人
間
育
成
が
そ
の
目
的

で
、行
政
・
学
校
・
大
学
側
と

親
密
に
連
携
を
保
ち
、学
事

の
奨
励
と
学
童
の
知
性
と
涵

養
、品
性
の
陶
冶
、環
境
の
是

正
等
に
重
点
を
置
き
、親
の

覚
醒
を
促
し
て
教
育
の
完
璧

を
図
る
必
要
が
あ
る
。身
近

に
な
っ
た
琉
球
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
の
支
援
で
、教

育
委
員
会
、各
学
校
長
連
携

で
小
学
校
、中
学
校
の
教
育

環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
た
め
の
支
援
要
請
は
。

　琉
球
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
へ
の
支

援
要
請
に
つ
い
て
、最
新
の

医
療
設
備
や
研
究
施
設
を
見

学
す
る
機
会
や
、医
療
に
携

わ
る
方
の
話
を
聞
く
機
会
が

あ
れ
ば
、子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
視
野
が
広
が
る
だ

け
で
な
く
、医
学
を
志
す
な

答

域学連携で子どもたちの育成を
教育長　キャリア教育の視点からも検討する

お
お
し
ろ   

　
　り
つ
や

大
城 

律
也
　議
員

詳細は
動画から
チェック!

用
語
説
明

※
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、単
な
る
職
業
紹
介
や
進
路
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、子
ど
も
た

ち
が
社
会
で
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の「
生
き
る
力
」と
、自
分
ら
し
い
生
き
方
を

築
く「
キ
ャ
リ
ア
発
達
」を
促
す
教
育
活
動
の
こ
と
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
（観光産業）世界遺産
中城城跡の観光資源
活用で『利益』の誘導
を図る取り組み。

・意外に得意なこと　　
グラウンドゴルフ

琉球大学医学部視察

問

ど
、学
び
へ
の
意
欲
が
増
す

こ
と
が
期
待
で
き
る
。支
援

要
請
に
つ
い
て
は
、※
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　　

　人
間
の
形
成
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す

教
育
と
文
化
を
正
し
く
認
証

し
て
、こ
れ
を
社
会
化
し
、多

面
的
な
観
点
か
ら
諸
施
策
を

強
力
に
遂
行
し
て
一
層
の
充

実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
の
目
的
は
、一
人
一
人

の
人
格
形
成
と
社
会
の
形

成
者
の
育
成
で
あ
る
。小
学

校
、中
学
校
に
お
け
る
教
育

の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
、充

実
さ
せ
る
支
援
は
。

教
育
と
文
化
の

継
承
発
展

　子
ど
も
た
ち
が
義

務
教
育
に
お
い
て
学

び
、経
験
し
た
こ
と
を
、そ

の
後
の
充
実
し
た
人
生
に

活
か
し
、つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
教
育
者
と
し
て
の
願

い
で
あ
る
。社
会
の
多
様
な

職
業
や
働
き
方
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、自
身
の
目

標
に
向
か
っ
て
自
ら
努
力

す
る
姿
勢
や
意
欲
を
育
む

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　文
化
財
は
保
護
す

る
の
で
は
な
く
活
用

し
て
保
全
す
る
時
代
で
あ

る
。観
光
産
業
の
推
進
で
あ

る
。中
城
村
・
北
中
城
村
の

連
携
で
、積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。観
光
振
興

問

問 答

に
関
わ
る
両
村
の
資
源
の

有
効
活
用
で『
利
益
』の
誘

導
に
効
果
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。人
材
交
流
も

重
要
な
課
題
と
考
え
る
が
。

　中
城
村
・
北
中
城
村

が
連
携
し
、観
光
振
興

を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
は
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。人
材
交
流
の

促
進
は
、観
光
地
、地
域
づ

く
り
の
両
面
で
欠
か
せ
な

い
課
題
で
あ
る
。

■
そ
の
他
に
、自
治
体・自
治

会・大
学
の
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
。行
財
政
の
確
立

強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。東
海
岸
地
域
の
土
地
の

効
率
利
用
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

答

中
城
城
跡
の
通
過
点

か
ら
の
脱
却

3

熱
田
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役
場
窓
口
の
時
間

短
縮
は
、職
員
の
負
担

軽
減
、残
業
削
減
、コ
ス
ト
削

減
、業
務
改
善
の
時
間
確
保

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。県
外
の
導
入
自
治
体

で
は
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
重
視
す
る
社
会
人
経

験
者
が
時
短
に
強
い
関
心
を

示
し
、採
用
試
験
に
も
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。

将
来
の
北
中
城
村
を
支
え
る

優
秀
な
人
材
獲
得
の
た
め
に

も
早
め
の
対
応
を
望
む
。

　
副
村
長
を
委
員
長

と
す
る
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、共
通
認
識
を
持
っ

た
上
で
、年
度
内
に
本
格
的

な
議
論
を
進
め
た
い
。

役
場
窓
口
の
時
間
短
縮
で
業
務
改
善
や
効
率
化
を

村
長
　
年
度
内
に
本
格
的
な
議
論
を
進
め
た
い

問

用
語
説
明

※
各
種
検
定
料
補
助
金
と
は
、北
中
城
村
の
検
定
受
験
料
補
助
金
は
、小
学
校
で
は
、

漢
字
検
定
料
。中
学
校
で
は
、漢
字
・
英
語
・
数
学
検
定
料
の
３
分
の
１
以
内
の
額
を

回
数
制
限
な
し
で
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

窓口の時間短縮で業務の効率化を

※
各
種
検
定
料
補
助
金

を
全
員
に

ひ
が 

　  

　 

さ
と
る

比
嘉 

悟
　
議
員

　
経
済
的
な
理
由
で

受
け
ら
れ
な
い
家
庭

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。教
育

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
機

会
や
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る

の
も
行
政
や
議
会
の
役

目
。年
１
回
、全
員
に
全
額

補
助
を
。

　
補
助
額
を
３
分
の

１
か
ら
２
分
の
１
に

戻
す
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
活

用
方
法
で
進
め
た
い
。全
員

に
補
助
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
は
、少
し
検
討
・
精
査

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

　　

答

通
学
バ
ス
、ラ
イ
カ
ム

地
区
の
生
徒
も

　
北
中
城
中
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
、島

袋
・
比
嘉
地
区
の
生
徒
の
み

利
用
可
能
だ
が
、ラ
イ
カ
ム

地
区
の
生
徒
も
追
加
を
。

　
現
在
、登
下
校
各
２

便
で
運
行
し
、満
席
の

状
態
で
あ
り
、追
加
は
厳
し

い
。

　
２
便
で
運
行
し
て

い
る
の
を
３
便
に
増

便
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
が
開
い
て
い

な
い
時
間
に
着
き
、子

ど
も
達
の
安
全
面
を
考
え

学
校
と
協
議
し
た
結
果
、現

在
の
運
行
時
間
に
な
っ
て

い
る
た
め
、増
便
も
難
し

い
。　

村
制
８０
年

7
時
の
時
報
を
村
歌
に

答

答答

　
今
年
、村
制
８０
年
。午

前
７
時
の
時
報
で
村

歌
を
流
し
て
は
ど
う
か
。南

米
の
村
人
会
で
は
歌
詞
も

見
な
い
で
歌
え
る
と
聞

く
。日
頃
か
ら
村
歌
に
親
し

み
、聞
い
て
も
ら
え
る
チ
ャ

ン
ス
。　

内
部
で
検
討
し
、適

切
か
ど
う
か
配
慮
し

な
が
ら
考
え
た
い
。

問

問

問問

答

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
村民の生命・財産を
守る防災・防犯分野
と子育て環境や高齢
者の健康対策分野。

・意外に得意なこと　　
料理（最近では4時間
かけソーキ汁を作っ
た）

2

仲
順
在
住

みんなで会議 みんなの議会
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　教
育
の
振
興
で
あ
る
。

人
間
育
成
が
そ
の
目
的

で
、行
政
・
学
校
・
大
学
側
と

親
密
に
連
携
を
保
ち
、学
事

の
奨
励
と
学
童
の
知
性
と
涵

養
、品
性
の
陶
冶
、環
境
の
是

正
等
に
重
点
を
置
き
、親
の

覚
醒
を
促
し
て
教
育
の
完
璧

を
図
る
必
要
が
あ
る
。身
近

に
な
っ
た
琉
球
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
の
支
援
で
、教

育
委
員
会
、各
学
校
長
連
携

で
小
学
校
、中
学
校
の
教
育

環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
た
め
の
支
援
要
請
は
。

　琉
球
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
へ
の
支

援
要
請
に
つ
い
て
、最
新
の

医
療
設
備
や
研
究
施
設
を
見

学
す
る
機
会
や
、医
療
に
携

わ
る
方
の
話
を
聞
く
機
会
が

あ
れ
ば
、子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
視
野
が
広
が
る
だ

け
で
な
く
、医
学
を
志
す
な

答

域学連携で子どもたちの育成を
教育長　キャリア教育の視点からも検討する

お
お
し
ろ   

　
　り
つ
や

大
城 

律
也
　議
員

詳細は
動画から
チェック!

用
語
説
明

※
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、単
な
る
職
業
紹
介
や
進
路
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、子
ど
も
た

ち
が
社
会
で
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の「
生
き
る
力
」と
、自
分
ら
し
い
生
き
方
を

築
く「
キ
ャ
リ
ア
発
達
」を
促
す
教
育
活
動
の
こ
と
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
（観光産業）世界遺産
中城城跡の観光資源
活用で『利益』の誘導
を図る取り組み。

・意外に得意なこと　　
グラウンドゴルフ

琉球大学医学部視察

問

ど
、学
び
へ
の
意
欲
が
増
す

こ
と
が
期
待
で
き
る
。支
援

要
請
に
つ
い
て
は
、※
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　　

　人
間
の
形
成
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す

教
育
と
文
化
を
正
し
く
認
証

し
て
、こ
れ
を
社
会
化
し
、多

面
的
な
観
点
か
ら
諸
施
策
を

強
力
に
遂
行
し
て
一
層
の
充

実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
の
目
的
は
、一
人
一
人

の
人
格
形
成
と
社
会
の
形

成
者
の
育
成
で
あ
る
。小
学

校
、中
学
校
に
お
け
る
教
育

の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
、充

実
さ
せ
る
支
援
は
。

教
育
と
文
化
の

継
承
発
展

　子
ど
も
た
ち
が
義

務
教
育
に
お
い
て
学

び
、経
験
し
た
こ
と
を
、そ

の
後
の
充
実
し
た
人
生
に

活
か
し
、つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
教
育
者
と
し
て
の
願

い
で
あ
る
。社
会
の
多
様
な

職
業
や
働
き
方
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、自
身
の
目

標
に
向
か
っ
て
自
ら
努
力

す
る
姿
勢
や
意
欲
を
育
む

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　文
化
財
は
保
護
す

る
の
で
は
な
く
活
用

し
て
保
全
す
る
時
代
で
あ

る
。観
光
産
業
の
推
進
で
あ

る
。中
城
村
・
北
中
城
村
の

連
携
で
、積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。観
光
振
興

問

問 答

に
関
わ
る
両
村
の
資
源
の

有
効
活
用
で『
利
益
』の
誘

導
に
効
果
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。人
材
交
流
も

重
要
な
課
題
と
考
え
る
が
。

　中
城
村
・
北
中
城
村

が
連
携
し
、観
光
振
興

を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
は
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。人
材
交
流
の

促
進
は
、観
光
地
、地
域
づ

く
り
の
両
面
で
欠
か
せ
な

い
課
題
で
あ
る
。

■
そ
の
他
に
、自
治
体・自
治

会・大
学
の
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
。行
財
政
の
確
立

強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。東
海
岸
地
域
の
土
地
の

効
率
利
用
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

答

中
城
城
跡
の
通
過
点

か
ら
の
脱
却

3

熱
田
在
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　県
道
８１ 

号
線
バ
イ

パ
ス
の
上
の
付
近

（
和
仁
屋
）の
地
域
住
民
か

ら
防
災
無
線
の
放
送
が
聞

き
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る

が
、そ
の
問
い
合
わ
せ
は

あ
る
か
。

問

防災無線が聞き取りにくい地域

防災無線の点検で地域を回るべき
村長　保守点検業務を年2回実施している

ひ
が 

　
　   

よ
し
ひ
ろ

比
嘉 

義
弘
　議
員

詳細は
動画から
チェック!

用
語
説
明

※
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
は
、地
中
に
埋
設
さ
れ
る
箱
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
地域との交流を密に
し活性化に力を入れ
ている。地域の組織
が活発化し一段と明
るい地域になってい
ることを実感。

・意外に得意なこと　　
カラオケ

　議
員
ご
指
摘
付
近

の
、住
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
は
承
知
し
て
い
な

い
。尚
、住
民
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、修
繕

等
が
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
適
宜
行
っ
て
い
る
。

村
制
８０
周
年
を
契
機

に
ハ
ワ
イ
と
の
交
流

を
具
体
的
に

認
可
保
育
園
と
の

や
り
取
り
は

村
内
の
落
書
き
へ
の

対
応
は

　
戦
前
、分
村
前
の

中
城
村
か
ら
多
く
の

移
民
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し

た
。戦
後
は
ハ
ワ
イ
か
ら

物
理
的
・
経
済
的
な
面
か
ら

も
応
援
し
て
も
ら
っ
た
。そ

の
恩
返
し
の
意
味
も
含
め

て
ハ
ワ
イ
の
村
人
会
と
交

流
し
て
は
如
何
か
。

　
交
流
の
具
体
的
な

手
法
に
つ
い
て
は
、現

在
行
っ
て
い
る
南
米
３
ヶ

国
と
の
海
外
移
住
者
子
弟

研
修
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

や
限
ら
れ
た
財
源
の
整
合

性
も
考
慮
し
、検
討
す
る
。

答

　
行
政
担
当
課
と
認

可
保
育
園
と
の
会
議

等
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　
村
内
認
可
保
育
施

設
へ
呼
び
か
け
を

し
、認
可
保
育
施
設
長
会

議
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。　保

護
者
と
保
育
園

と
の
意
思
疎
通
は
如

何
か
。　

入
園
時
や
必
要
に

応
じ
て
個
別
相
談
を

行
い
、保
護
者
と
相
談
を
行

う
機
会
を
設
け
て
い
る
。

答

問

問

　村
内
の
バ
イ
パ
ス

の
※
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
落
書
き
に
つ
い

て
問
う
。

　
村
管
理
施
設
の
落

書
き
は
景
観
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、地
域
住
民

に
深
刻
な
不
安
を
与
え
る
。

落
書
き
は
犯
罪
で
あ
り
、放

置
し
て
お
く
と
さ
ら
な
る

犯
罪
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
村
で
は
住
民
参

加
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
、良
好
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

答答 問

答 問

5
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舎
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　「
手
話
言
語
条
例
」

の
全
国
の
状
況
は

6
5
1
自
治
体
が
制
定

し
て
い
る
。手
話
は
言
語

で
あ
る
と
い
う
理
念
で

ろ
う
あ
者
と
聴
者
の
共

生
社
会
づ
く
り
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。ろ
う
あ

者
等
の
現
状
と
課
題
は

何
か
。　

聴
覚
・
平
衡
機
能

障
が
い
に
よ
り
身
体

障
害
者
手
帳
を
所
持
さ

れ
て
い
る
方
は
、令
和
８

年
５
月
末
現
在
で
７６
人
に

対
し
て
、村
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

に
よ
り
手
話
通
訳
の
派

遣
を
利
用
さ
れ
て
い
る

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

村
長
　
現
時
点
で
予
定
し
て
い
な
い

用
語
説
明

※
老
人
友
愛
訪
問
活
動
と
は
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
な
ど
が
、ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
お
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し
、安
否
確
認
や

話
し
相
手
に
な
る
見
守
り
活
動
。高
齢
者
の
孤
独
感
の
解
消
や
、社
会
か
ら
の
孤
立

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

詳細は
動画から
チェック!

一
人
暮
ら
し
友
愛
訪

問
活
動
に
つ
い
て

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
平和は行動と実践。
福祉は子育て・高齢
者支援。労働は若者
と女性起業家支援を
する。

・意外に得意なこと　　
専正池坊、小笠原流
煎茶道教授免許を取
得。

き
ゃ
ん 

　  

　  

す
ま
こ

喜
屋
武 

す
ま
子
　議
員 

方
は
3
人
で
あ
る
。ろ
う

あ
者
の
正
確
な
人
数
や

ニ
ー
ズ
等
は
把
握
し
て
い

な
い
。緊
急
時
の
連
絡
方

法
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
を
活
用
し
た
方
法
が
充

実
し
て
き
た
一
方
で
、災

害
時
の
支
援
体
制
は
、大

き
な
課
題
で
あ
る
。

　手
話
通
訳
者
の
人

数
と
普
及
活
動
を
伺

う
。　

　
手
話
通
訳
派
遣
に

係
る
通
訳
者
等
の
登

録
人
数
は
、令
和
8
年
５

月
末
現
在
４４
人
。内
訳
は

手
話
通
訳
士
３
人
、手
話

通
訳
者
７
人
、手
話
奉
仕

員
３４
人
。普
及
活
動
は
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
で

の
手
話
体
験
な
ど
の
実

施
や
手
話
奉
仕
員
の
登

問答

答

録
周
知
等
を
行
っ
て
い

る
。

　

　手
話
言
語
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
う
。

　
障
害
者
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
て
ろ

う
あ
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

を
行
い
、事
業
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。村
条
例
の

制
定
は
、現
時
点
で
予
定

し
て
い
な
い
。

　手
話
奉
仕
員
の
活

躍
の
場
を
。

　
派
遣
は
積
極
的
に

推
進
で
き
れ
ば
と
考

え
る
。

　

筆談マーク

手話マーク

答答

問

問問

　村
の
高
齢
者
数
・

高
齢
化
率
を
伺
う
。

　
令
和
８
年
４
月
末

現
在
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
、４,
２
９
３

人
。高
齢
化
率
は
、23・９
％
。

　※
老
人
友
愛
訪
問

活
動
の
実
績
は
。

　
令
和
５
年
度
５５
世

帯
、６
年
度
５２
世
帯
、７

年
度
５２
世
帯
。

問 問答 答

　和
仁
屋
自
治
会
は

し
っ
か
り
と
高
齢
者

を
支
え
て
い
る
。今
後
の

事
業
の
課
題
と
展
望
は
。

　
和
仁
屋
地
区
は
特

に
先
駆
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。ま
た
他
の
地

区
で
の
見
守
り
活
動
の

体
制
を
強
化
し
て
い
く
。
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　県
道
８１ 

号
線
バ
イ

パ
ス
の
上
の
付
近

（
和
仁
屋
）の
地
域
住
民
か

ら
防
災
無
線
の
放
送
が
聞

き
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る

が
、そ
の
問
い
合
わ
せ
は

あ
る
か
。

問

防災無線が聞き取りにくい地域

防災無線の点検で地域を回るべき
村長　保守点検業務を年2回実施している

ひ
が 

　
　   

よ
し
ひ
ろ

比
嘉 

義
弘
　議
員

詳細は
動画から
チェック!

用
語
説
明

※
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
は
、地
中
に
埋
設
さ
れ
る
箱
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
地域との交流を密に
し活性化に力を入れ
ている。地域の組織
が活発化し一段と明
るい地域になってい
ることを実感。

・意外に得意なこと　　
カラオケ

　議
員
ご
指
摘
付
近

の
、住
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
は
承
知
し
て
い
な

い
。尚
、住
民
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、修
繕

等
が
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
適
宜
行
っ
て
い
る
。

村
制
８０
周
年
を
契
機

に
ハ
ワ
イ
と
の
交
流

を
具
体
的
に

認
可
保
育
園
と
の

や
り
取
り
は

村
内
の
落
書
き
へ
の

対
応
は

　
戦
前
、分
村
前
の

中
城
村
か
ら
多
く
の

移
民
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し

た
。戦
後
は
ハ
ワ
イ
か
ら

物
理
的
・
経
済
的
な
面
か
ら

も
応
援
し
て
も
ら
っ
た
。そ

の
恩
返
し
の
意
味
も
含
め

て
ハ
ワ
イ
の
村
人
会
と
交

流
し
て
は
如
何
か
。

　
交
流
の
具
体
的
な

手
法
に
つ
い
て
は
、現

在
行
っ
て
い
る
南
米
３
ヶ

国
と
の
海
外
移
住
者
子
弟

研
修
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

や
限
ら
れ
た
財
源
の
整
合

性
も
考
慮
し
、検
討
す
る
。

答

　
行
政
担
当
課
と
認

可
保
育
園
と
の
会
議

等
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　
村
内
認
可
保
育
施

設
へ
呼
び
か
け
を

し
、認
可
保
育
施
設
長
会

議
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。　保

護
者
と
保
育
園

と
の
意
思
疎
通
は
如

何
か
。　

入
園
時
や
必
要
に

応
じ
て
個
別
相
談
を

行
い
、保
護
者
と
相
談
を
行

う
機
会
を
設
け
て
い
る
。

答

問

問

　村
内
の
バ
イ
パ
ス

の
※
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
落
書
き
に
つ
い

て
問
う
。

　
村
管
理
施
設
の
落

書
き
は
景
観
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、地
域
住
民

に
深
刻
な
不
安
を
与
え
る
。

落
書
き
は
犯
罪
で
あ
り
、放

置
し
て
お
く
と
さ
ら
な
る

犯
罪
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
村
で
は
住
民
参

加
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
、良
好
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

答答 問

答 問

5
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荻
道・大
城
住
民
の
不
安
を
解
消
せ
よ

村
長
　
荻
道・大
城
は
重
要
。国
、県
、住
民
と

共
同
で
進
め
た
い
。

　
農
を
活
か
し
た
健

康
・
福
祉
の
里
づ
く

り
事
業
の
進
捗
状
況
や
周

辺
の
景
観
へ
の
影
響
に
つ

い
て
伺
う
。

　
計
画
で
は
令
和
１１

年
度
中
に
完
成
目
標

だ
が
、実
際
は
計
画
の
変

更
が
あ
り
少
し
遅
れ
て
い

る
。ま
た
、中
城
城
跡
保
存

管
理
部
会
を
組
織
し
て
、周

辺
の
景
観
へ
の
影
響
に
つ

い
て
審
査
し
て
い
き
、村
の

条
例
や
県
の
開
発
行
為
に

関
す
る
審
議
も
必
要
と
な

る
為
、県
の
関
係
部
署
と
も

詳細は
動画から
チェック!

か
わ
か
み
　
　
　
り
ょ
う
た

川
上 

龍
太
　
議
員

用
語
説
明

※
県
の
２
つ
の
事
業
計
画
と
は
、沖
縄
県
の
事
業
と
し
て
、持
続
可
能
な
国
際
観
光

景
観
モ
デ
ル
事
業（
重
点
管
理
路
線
に
係
る
沿
道
景
観
全
体
計
画
）と
中
城
公
園
周

辺
整
備
計
画
が
あ
り
、本
村
の
荻
道
・
大
城
地
区
で
沖
縄
県
が
主
と
な
っ
て
進
め
て

い
る
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
地域資源を活かした
財政の収入増。その
収入で、教育・福祉・
防災を強化していき
たい。

・意外に得意なこと　　
将棋、カラオケ

相
談
し
て
い
る
。

　
歴
史
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
進
捗
状
況
や

住
民
説
明
会
で
の
住
民
の

問

問

答

意
見
に
対
す
る
見
解
は
。

　
今
年
度
、文
部
科
学

大
臣
・
農
林
水
産
大

臣
・
国
土
交
通
大
臣
よ
り
同

計
画
の
認
定
を
受
け
、沖
縄

県
で
は
第
１
号
、村
と
し
て

は
全
国
初
の
認
定
と
な
る
。

重
点
区
域
は
荻
道
・
大
城
の

２
か
所
で
空
き
家
対
策
も
こ

の
事
業
の
一
環
。ま
た
、住
民

か
ら
の
意
見
や
課
題
解
決
に

向
け
て
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、住
民
の
生
活
へ

の
影
響
も
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
。

　
中
城
城
跡
を
核
と

し
た
中
城
村
・
北
中
城

村
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
つ
い
て
、近
隣
市
町
村

と
連
携
し
て
広
域
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
計
画

を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
は
県
の
計
画

で
あ
る
中
南
部
都
市

圏
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、村
が
求

め
る
都
市
計
画
に
し
て
い

答

大城から見た中城城跡の景観

き
た
い
。

　
※
県
の
２
つ
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
、県

と
連
携
し
な
が
ら
県
道

１
４
６
号
線
の
歩
道
整
備

の
延
長
や
県
道
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
を「
護
佐
丸
道
路
」等

に
命
名
し
て
は
ど
う
か
。

　

　
歩
道
塗
装
は
今
年

度
で
大
城
旧
バ
ス
停

ま
で
塗
装
す
る
事
に
な
っ
て

い
て
、整
備
延
長
は
県
と
調

整
し
て
い
き
た
い
。ネ
ー
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、近
々
命

名
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　
不
登
校
の
要
因
に

対
し
て
寄
り
添
い
、学

校
内
で
の
居
場
所
や
学
校

以
外
の
支
援
、教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
や
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
等

へ
の
補
助
や
シ
ス
テ
ム
構

築
も
考
え
て
欲
し
い
。

　
現
在
、中
央
公
民

館
や
児
童
館
で
の
受

け
入
れ
を
し
て
い
る
。島

小
で
は
自
立
支
援
室
を
設

け
、北
小
で
は
相
談
員
が

別
室
で
支
援
し
、北
中
で

は
教
育
相
談
室
で
対
応
し

て
い
る
。フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
は
連
携
取
れ
て
お
ら

ず
、補
助
も
今
す
ぐ
に
は

難
し
い
が
学
校
側
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
調
整
し
て

い
き
た
い
。

問

問問 本
村
各
学
校
の

不
登
校
に
関
し
て

答

答■
そ
の
他
、本
村
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
取
り
扱

い
に
関
し
て
質
問
し
た
。
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　公
園
や
広
場
に
遊

具
の
設
置
が
近
隣
市

町
村
に
比
べ
充
実
し
て
い

な
い
。計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。　時

代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
公
園
整
備

に
向
け
※
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
取
組
に
着
手
し
計

画
的
な
整
備
を
図
る
。

　県
、国
か
ら
の
給

食
費
補
助
に
よ
り
約

2,
0
0
0
万
円
の
予
算
が

削
減
さ
れ
た
。そ
の
部
分

を
子
ど
も
達
の
為
に
使
う

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　該
当
す
る
補
助
金

の
検
討
と
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
、財
政
的
な
面
も

含
め
検
討
し
た
い
。

問問 答答 公
園
遊
具
の
充
実
を

公園遊具設置の計画が必要
村長　計画的な整備を図る

詳細は
動画から
チェック!

う
え
ま 

　 

　
　け
ん
じ

上
間 

堅
治
　議
員

用
語
説
明

※
長
寿
命
化
計
画
と
は
、国
土
交
通
省
が
定
め
る
公
園
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
に
基

づ
き
、老
朽
化
し
た
遊
具
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
公
園
施
設
を
、安
全
か
つ
計
画
的
に
維
持・

更
新
す
る
た
め
の
行
政
計
画
。全
国
の
自
治
体
で
策
定・推
進
さ
れ
て
い
る
。

※
過
年
度
支
出
と
は
、前
年
度
以
前
に
支
払
う
は
ず
の
経
費
を
現
在
の
年
度
の
予
算
か

ら
支
払
う
こ
と
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
議員として村のすべ
ての政策に関して積
極的に関わることを
心掛けている。大切
にしている政策では
なく今期特に財政に
関しての研究を多く
行っている。

・意外に得意なこと　　
聞き上手

多くの遊具が撤去された
ゆうな公園

　公
民
館
の
施
設
管

理
。L
E
D
化
に
つ

い
て
村
の
対
応
を
伺
う
。

　国
、県
の
補
助
を

活
用
し
た
事
業
を
検

討
す
る
。

問答

　す
で
に
リ
ー
ス
契

約
を
行
っ
て
い
る
公

民
館
。ま
た
、村
の
管
理
で
は

な
い
公
民
館
に
対
し
て
も
村

が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
。

　契
約
済
み
又
は
こ

れ
か
ら
契
約
を
行
う

公
民
館
に
つ
い
て
は
協
議
を

行
う
。村
管
理
で
は
な
い
公

民
館
は
５
施
設
あ
る
。そ

こ
も
条
件
等
ク
リ
ア
で
き

れ
ば
対
応
す
る
。

問

　中
学
校
車
の
修
理

に
関
し
て
父
母
教
師

会
が
支
出
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
。　修

理
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
に
は
相
談

は
な
か
っ
た
。

　前
年
度
の
修
理
代

を
父
母
教
師
会
が
私

費
で
支
出
し
て
い
る
の
で

村
は
関
係
な
い
と
の
考
え

か
。

　内
容
も
確
認
し
な

が
ら
※
過
年
度
支
出
に

も
な
る
の
で
検
討
が
必
要
。

　昨
年
度
沖
縄
県
は

動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ

答

問問 問 答答

れ
た
。本
村
の
条
例
と
比
較

す
る
と
内
容
に
大
き
く
違
い

が
あ
り
昨
今
の
地
域
猫
へ
の

対
応
も
本
村
は
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。動
物
全
体
の

愛
護
に
視
点
を
当
て
た
条
例

制
定
を
作
る
時
代
に
な
っ
た

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　二
重
規
制
を
避
け

る
観
点
も
含
め
市
町

村
が
内
容
の
重
複
す
る
条
例

を
制
定
す
る
必
要
性
は
低
い

と
考
え
る
。た
だ
し
、独
自
条

例
を
制
定
し
て
い
る
他
自
治

体
を
確
認
す
る
と
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
や
未
然
防
止
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
本
村
の
独
自
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、県

条
例
の
運
用
実
態
を
踏
ま
え

地
域
猫
活
動
の
適
正
管
理

ル
ー
ル
の
明
確
化
等
、地
域

課
題
と
照
ら
し
慎
重
に
検
討

す
る
。

答

7
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　公
園
や
広
場
に
遊

具
の
設
置
が
近
隣
市

町
村
に
比
べ
充
実
し
て
い

な
い
。計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。　時

代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
公
園
整
備

に
向
け
※
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
取
組
に
着
手
し
計

画
的
な
整
備
を
図
る
。

　県
、国
か
ら
の
給

食
費
補
助
に
よ
り
約

2,
0
0
0
万
円
の
予
算
が

削
減
さ
れ
た
。そ
の
部
分

を
子
ど
も
達
の
為
に
使
う

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　該
当
す
る
補
助
金

の
検
討
と
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
、財
政
的
な
面
も

含
め
検
討
し
た
い
。

問問 答答 公
園
遊
具
の
充
実
を

公園遊具設置の計画が必要
村長　計画的な整備を図る

詳細は
動画から
チェック!

う
え
ま 

　 

　
　け
ん
じ

上
間 

堅
治
　議
員

用
語
説
明

※
長
寿
命
化
計
画
と
は
、国
土
交
通
省
が
定
め
る
公
園
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
に
基

づ
き
、老
朽
化
し
た
遊
具
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
公
園
施
設
を
、安
全
か
つ
計
画
的
に
維
持・

更
新
す
る
た
め
の
行
政
計
画
。全
国
の
自
治
体
で
策
定・推
進
さ
れ
て
い
る
。

※
過
年
度
支
出
と
は
、前
年
度
以
前
に
支
払
う
は
ず
の
経
費
を
現
在
の
年
度
の
予
算
か

ら
支
払
う
こ
と
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
議員として村のすべ
ての政策に関して積
極的に関わることを
心掛けている。大切
にしている政策では
なく今期特に財政に
関しての研究を多く
行っている。

・意外に得意なこと　　
聞き上手

多くの遊具が撤去された
ゆうな公園

　公
民
館
の
施
設
管

理
。L
E
D
化
に
つ

い
て
村
の
対
応
を
伺
う
。

　国
、県
の
補
助
を

活
用
し
た
事
業
を
検

討
す
る
。

問答

　す
で
に
リ
ー
ス
契

約
を
行
っ
て
い
る
公

民
館
。ま
た
、村
の
管
理
で
は

な
い
公
民
館
に
対
し
て
も
村

が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
。

　契
約
済
み
又
は
こ

れ
か
ら
契
約
を
行
う

公
民
館
に
つ
い
て
は
協
議
を

行
う
。村
管
理
で
は
な
い
公

民
館
は
５
施
設
あ
る
。そ

こ
も
条
件
等
ク
リ
ア
で
き

れ
ば
対
応
す
る
。

問

　中
学
校
車
の
修
理

に
関
し
て
父
母
教
師

会
が
支
出
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
。　修

理
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
に
は
相
談

は
な
か
っ
た
。

　前
年
度
の
修
理
代

を
父
母
教
師
会
が
私

費
で
支
出
し
て
い
る
の
で

村
は
関
係
な
い
と
の
考
え

か
。

　内
容
も
確
認
し
な

が
ら
※
過
年
度
支
出
に

も
な
る
の
で
検
討
が
必
要
。

　昨
年
度
沖
縄
県
は

動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ

答

問問 問 答答

れ
た
。本
村
の
条
例
と
比
較

す
る
と
内
容
に
大
き
く
違
い

が
あ
り
昨
今
の
地
域
猫
へ
の

対
応
も
本
村
は
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。動
物
全
体
の

愛
護
に
視
点
を
当
て
た
条
例

制
定
を
作
る
時
代
に
な
っ
た

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　二
重
規
制
を
避
け

る
観
点
も
含
め
市
町

村
が
内
容
の
重
複
す
る
条
例

を
制
定
す
る
必
要
性
は
低
い

と
考
え
る
。た
だ
し
、独
自
条

例
を
制
定
し
て
い
る
他
自
治

体
を
確
認
す
る
と
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
や
未
然
防
止
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
本
村
の
独
自
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、県

条
例
の
運
用
実
態
を
踏
ま
え

地
域
猫
活
動
の
適
正
管
理

ル
ー
ル
の
明
確
化
等
、地
域

課
題
と
照
ら
し
慎
重
に
検
討

す
る
。

答

7

島
袋
在
住

動
物
愛
護
条
例

制
定
を

村
の
財
産
で
あ
る
動

産
、不
動
産
の
管
理
は
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ひ
が

ま
さ
し

比
嘉 

正
志
　
議
員

て
は
、予
約
が
集
中
す
る

時
間
等
を
記
録
し
車
両
を

増
大
す
る
か
な
ど
検
討
の

余
地
が
あ
る
よ
う
な
説
明

で
あ
っ
た
。し
か
し
、デ
マ

ン
ド
交
通
は
輸
送
人
員
が

最
大
で
４
名
ま
で
し
か
乗

車
が
で
き
な
い
。住
民
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を

続
け
て
欲
し
い
と
の
意
見

も
あ
る
。グ
ス
ク
め
ぐ
り

ん
と
併
せ
て
事
業
は
進
め

ら
れ
な
い
か
。

　
巡
回
バ
ス
の
実
証

実
験
は
今
月
で
終
わ

り
来
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
交

通
に
切
り
替
え
て
、お
お

む
ね
３
年
程
度
、実
証
実

験
を
行
う
。デ
マ
ン
ド
交

通
と
巡
回
バ
ス
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
運
用
に
つ
い
て
は

費
用
面
や
運
転
手
確
保
の

問
題
が
あ
る
。

の
未
来
に
大
き
な
格
差
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
。自
己
肯
定
感
を

上
げ
自
分
た
ち
の
意
見
を

は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
る
よ
う

な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も

達
が
安
全
安
心
に
学

校
で
し
っ
か
り
と
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
と
て

も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

る
。未
来
あ
る
子
ど
も
達

の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の

事
前
説
明
会
に
参
加

し
た
際
に
、予
約
が
集
中

し
た
と
き
の
対
策
に
つ
い

　
子
ど
も
達
が
模
擬

選
挙
を
行
う
こ
と
に

よ
り
相
手
の
異
な
る
意
見

に
も
理
解
を
示
し
、自
分

の
考
え
を
論
理
的
に
表
現

す
る
力
が
養
わ
れ
判
断
力

で
考
え
る
力
が
育
ま
れ

る
。ま
た
、立
候
補
者
の
公

約
等
で
地
域
の
身
近
な
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
で
自

分
自
身
が
地
域
社
会
の
一

員
で
あ
る
と
の
意
識
を
持

ち
、主
権
者
と
し
て
の
責

任
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。身
近
な
選

挙
に
つ
い
て
親
子
で
話
し

合
う
こ
と
に
よ
り
政
治
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、村
民

と
し
て
の
主
体
性
が
育
ま

れ
投
票
率
の
上
昇
も
期
待

模
擬
選
挙
で
主
権
者
教
育
を

教
育
長
　
架
空
の
選
挙
で
修
正
も
兼
ね
て
臨
む
べ
き

身近な選挙で主権者教育を

問

と
計
画
を
立
て
な
が
ら
、ま

た
、架
空
の
模
擬
選
挙
を

や
っ
て
み
て
修
正
も
兼
ね

て
臨
む
べ
き
だ
と
思
う
。

　
学
校
へ
行
け
な
い

子
へ
の
対
応
と
し
て

近
隣
市
町
村
に
は
※
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。本
村
の
対
応
は
。

　
本
村
に
は
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ

ん
。も
し
セ
ン
タ
ー
に
通

い
た
い
子
が
い
れ
ば
県
の

設
置
し
た「
て
る
し
の
」と

い
う
施
設
を
勧
め
る
。

　
今
、多
く
の
子
ど

も
達
が
行
き
場
が
な

く
苦
し
ん
で
い
る
。市
町

村
の
境
界
線
が
子
ど
も
達

　
年
度
の
途
中
に
新

た
な
取
り
組
み
を
す

る
こ
と
は
教
育
課
程
の
部

分
で
少
な
か
ら
ず
影
響
が

出
る
。実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
次
年
度
に
し
っ
か
り

で
き
る
。

　
本
村
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
子
ど
も
達
に
よ

る
模
擬
選
挙
を
今
回
の
村

議
会
議
員
選
挙
で
や
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。

答

答

答

答

問問

問

学
校
へ
行
け
な
い
子

へ
の
対
応
は

交
通
弱
者
の
足
を

確
保
し
よ
う

詳細は
動画から
チェック!

用
語
説
明

※
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、自
治
体
が
運
営
す
る
公
的
な
機
関
。学
校
に
登
校
が

で
き
な
い
児
童
生
徒
が
学
習
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、社
会
的
な
自
立
に
向
け
た
各

種
活
動
を
行
う
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
教育現場の拡充。「ま
ち」づくりは「ひと」
づくりから。北中城
村の未来永劫発展の
ために、教育環境の
充実で本村の明るい
未来を創る。

・意外に得意なこと　　
家事（食器洗いと洗
濯物干し）

8

喜
舎
場
在
住

北北中中城城村村議議会会議議員員選選挙挙    
 

投投票票日日：：令令和和８８年年９９月月１１３３日日（（日日））  
  

投投票票時時間間はは、、午午前前 77 時時かからら午午後後 88 時時ままでで。。    

投投票票日日にに投投票票ででききなないい方方はは期期日日前前    投投票票をを活活用用ししままししょょうう。。    

・・期期日日前前投投票票のの時時間間はは、、午午前前 88 時時 3300 分分～～午午後後 88 時時ままでで村村役役場場でで投投票票すするるここととががででききまますす。。  

・・投投票票当当日日、、用用務務ななどどがが見見込込ままれれるる方方がが、、期期日日前前投投票票をを行行ううここととががででききまますす。。  
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　非
核
宣
言
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る「
平
和
憲

法
を
守
る
」「
人
権
を
尊
重

す
る
」と
い
う
理
念
に
つ
い

て
、現
在
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
る
の
か
。

　平
和
を
守
る
北
中

城
村
民
の
会
と
協
働

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。平

和
の
礎
の
名
前
を
読
み
上

げ
る
集
い
や
、原
爆
と
戦
争

展
。教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
、中
学
生
の
長
崎
平
和
学

習
。ま
た
、平
和
図
書
の
選

定
と
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
。

　い
じ
め
、不
登
校
、貧

困
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

わ
る
課
題
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

「
育
つ
権
利
」「
守
ら
れ
る
権

利
」「
参
加
す
る
権
利
」を
踏

ま
え
、策
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　本
村
の
、こ
ど
も
・

若
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
、「
い
じ
め
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
」「
こ
ど
も
の
こ

と
を
決
め
る
と
き
は
子
ど

も
の
意
見
を
聴
く
」「
学
力

向
上
だ
け
で
な
く
、経
済

や
政
治
な
ど
将
来
必
要
な

こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
あ
る
。子
ど
も
た
ち
が

自
ら
意
見
を
言
え
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。ま
た
、※
主
権
者

教
育
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
う
。学
校
の
児
童

会
や
生
徒
会
の
中
で
取
り

組
め
る
と
考
え
る
が
。

　学
校
の
主
人
公
で

あ
る
子
ど
も
た
ち

問

が
、自
分
た
ち
の
学
校
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
ん
だ

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。ま
た
、子

ど
も
た
ち
の
権
利
を
守
る

大
人
の
姿
勢
も
大
事
で
あ

る
。先
生
方
に
対
し
て
は
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
で
、子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
を
伸
ば

し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を

し
た
い
と
思
う
。

　こ
ど
も
計
画
と
こ

ど
も
の
権
利
条
例
は

車
の
両
輪
だ
と
思
う
。今
後

こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
制

定
の
考
え
は
。

　条
例
策
定
に
向
け

て
前
向
き
に
進
め
る
。

　学
校
や
地
域
、福
祉

課
等
か
ら
の
情
報
共

有
を
行
い
、支
援
に
繋
げ
て

い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
声

を
施
策
に
生
か
し
て

い
く
た
め
に
、意
見
を
聴
く

だ
け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち

自
身
が
ま
ち
づ
く
り
や
子

ど
も
施
策
の
検
討
に
参
加

で
き
る
機
会
を
持
つ
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
る
。今
後

こ
ど
も
会
議
や
意
見
交
換

会
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
意
見
を

述
べ
、そ
の
声
を
施
策
に
反

映
し
て
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
る
考
え
は
あ

る
の
か
。　北

中
城
村
こ
ど
も

計
画
は
、こ
ど
も
の
権

利
で
あ
る「
生
き
る
権
利
」

答

答

問

答

答

答

問

問

問

役場前に掲げられた非核宣言

こどもの権利条例の制定を
村長　条例策定に向けて前向きに進める

詳細は
動画から
チェック!

へ
ん
ざ
ん    

　
　
　か
ず
み

平
安
山 

和
美

　議
員

用
語
説
明

※
主
権
者
教
育
と
は
、国
や
社
会
の
問
題
を
自
分
の
問
題（
自
分
ご
と
）と
し
て
捉
え
、

自
ら
考
え
、判
断
し
、行
動
で
き
る
自
立
し
た
主
権
者
を
育
成
す
る
教
育
。単
な
る
政
治

の
仕
組
み
の
知
識
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、社
会
の
構
成
員
と
し
て
他
者
と
協
働
し
な
が

ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
平和行政と人権尊重
を柱に、互いに支え
合い安心して暮らせ
る地域づくり

・意外に得意なこと　　
断捨離で心地よい空
間をつくること

安
谷
屋
在
住

9
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ひ
が

ま
さ
し

比
嘉 

正
志
　
議
員

て
は
、予
約
が
集
中
す
る

時
間
等
を
記
録
し
車
両
を

増
大
す
る
か
な
ど
検
討
の

余
地
が
あ
る
よ
う
な
説
明

で
あ
っ
た
。し
か
し
、デ
マ

ン
ド
交
通
は
輸
送
人
員
が

最
大
で
４
名
ま
で
し
か
乗

車
が
で
き
な
い
。住
民
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を

続
け
て
欲
し
い
と
の
意
見

も
あ
る
。グ
ス
ク
め
ぐ
り

ん
と
併
せ
て
事
業
は
進
め

ら
れ
な
い
か
。

　
巡
回
バ
ス
の
実
証

実
験
は
今
月
で
終
わ

り
来
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
交

通
に
切
り
替
え
て
、お
お

む
ね
３
年
程
度
、実
証
実

験
を
行
う
。デ
マ
ン
ド
交

通
と
巡
回
バ
ス
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
運
用
に
つ
い
て
は

費
用
面
や
運
転
手
確
保
の

問
題
が
あ
る
。

の
未
来
に
大
き
な
格
差
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
。自
己
肯
定
感
を

上
げ
自
分
た
ち
の
意
見
を

は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
る
よ
う

な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も

達
が
安
全
安
心
に
学

校
で
し
っ
か
り
と
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
と
て

も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

る
。未
来
あ
る
子
ど
も
達

の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の

事
前
説
明
会
に
参
加

し
た
際
に
、予
約
が
集
中

し
た
と
き
の
対
策
に
つ
い

　
子
ど
も
達
が
模
擬

選
挙
を
行
う
こ
と
に

よ
り
相
手
の
異
な
る
意
見

に
も
理
解
を
示
し
、自
分

の
考
え
を
論
理
的
に
表
現

す
る
力
が
養
わ
れ
判
断
力

で
考
え
る
力
が
育
ま
れ

る
。ま
た
、立
候
補
者
の
公

約
等
で
地
域
の
身
近
な
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
で
自

分
自
身
が
地
域
社
会
の
一

員
で
あ
る
と
の
意
識
を
持

ち
、主
権
者
と
し
て
の
責

任
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。身
近
な
選

挙
に
つ
い
て
親
子
で
話
し

合
う
こ
と
に
よ
り
政
治
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、村
民

と
し
て
の
主
体
性
が
育
ま

れ
投
票
率
の
上
昇
も
期
待

模
擬
選
挙
で
主
権
者
教
育
を

教
育
長
　
架
空
の
選
挙
で
修
正
も
兼
ね
て
臨
む
べ
き

身近な選挙で主権者教育を

問

と
計
画
を
立
て
な
が
ら
、ま

た
、架
空
の
模
擬
選
挙
を

や
っ
て
み
て
修
正
も
兼
ね

て
臨
む
べ
き
だ
と
思
う
。

　
学
校
へ
行
け
な
い

子
へ
の
対
応
と
し
て

近
隣
市
町
村
に
は
※
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。本
村
の
対
応
は
。

　
本
村
に
は
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ

ん
。も
し
セ
ン
タ
ー
に
通

い
た
い
子
が
い
れ
ば
県
の

設
置
し
た「
て
る
し
の
」と

い
う
施
設
を
勧
め
る
。

　
今
、多
く
の
子
ど

も
達
が
行
き
場
が
な

く
苦
し
ん
で
い
る
。市
町

村
の
境
界
線
が
子
ど
も
達

　
年
度
の
途
中
に
新

た
な
取
り
組
み
を
す

る
こ
と
は
教
育
課
程
の
部

分
で
少
な
か
ら
ず
影
響
が

出
る
。実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
次
年
度
に
し
っ
か
り

で
き
る
。

　
本
村
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
子
ど
も
達
に
よ

る
模
擬
選
挙
を
今
回
の
村

議
会
議
員
選
挙
で
や
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。

答

答

答

答

問問

問

学
校
へ
行
け
な
い
子

へ
の
対
応
は

交
通
弱
者
の
足
を

確
保
し
よ
う

詳細は
動画から
チェック!

用
語
説
明

※
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、自
治
体
が
運
営
す
る
公
的
な
機
関
。学
校
に
登
校
が

で
き
な
い
児
童
生
徒
が
学
習
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、社
会
的
な
自
立
に
向
け
た
各

種
活
動
を
行
う
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
教育現場の拡充。「ま
ち」づくりは「ひと」
づくりから。北中城
村の未来永劫発展の
ために、教育環境の
充実で本村の明るい
未来を創る。

・意外に得意なこと　　
家事（食器洗いと洗
濯物干し）

8

喜
舎
場
在
住

北北中中城城村村議議会会議議員員選選挙挙    
 

投投票票日日：：令令和和８８年年９９月月１１３３日日（（日日））  
  

投投票票時時間間はは、、午午前前 77 時時かからら午午後後 88 時時ままでで。。    

投投票票日日にに投投票票ででききなないい方方はは期期日日前前    投投票票をを活活用用ししままししょょうう。。    

・・期期日日前前投投票票のの時時間間はは、、午午前前 88 時時 3300 分分～～午午後後 88 時時ままでで村村役役場場でで投投票票すするるここととががででききまますす。。  

・・投投票票当当日日、、用用務務ななどどがが見見込込ままれれるる方方がが、、期期日日前前投投票票をを行行ううここととががででききまますす。。  
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北中城村議会　6月定例議会　一般質問

　非
核
宣
言
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る「
平
和
憲

法
を
守
る
」「
人
権
を
尊
重

す
る
」と
い
う
理
念
に
つ
い

て
、現
在
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
る
の
か
。

　平
和
を
守
る
北
中

城
村
民
の
会
と
協
働

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。平

和
の
礎
の
名
前
を
読
み
上

げ
る
集
い
や
、原
爆
と
戦
争

展
。教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
、中
学
生
の
長
崎
平
和
学

習
。ま
た
、平
和
図
書
の
選

定
と
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
。

　い
じ
め
、不
登
校
、貧

困
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

わ
る
課
題
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

「
育
つ
権
利
」「
守
ら
れ
る
権

利
」「
参
加
す
る
権
利
」を
踏

ま
え
、策
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　本
村
の
、こ
ど
も
・

若
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
、「
い
じ
め
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
」「
こ
ど
も
の
こ

と
を
決
め
る
と
き
は
子
ど

も
の
意
見
を
聴
く
」「
学
力

向
上
だ
け
で
な
く
、経
済

や
政
治
な
ど
将
来
必
要
な

こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
あ
る
。子
ど
も
た
ち
が

自
ら
意
見
を
言
え
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。ま
た
、※
主
権
者

教
育
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
う
。学
校
の
児
童

会
や
生
徒
会
の
中
で
取
り

組
め
る
と
考
え
る
が
。

　学
校
の
主
人
公
で

あ
る
子
ど
も
た
ち

問

が
、自
分
た
ち
の
学
校
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
ん
だ

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。ま
た
、子

ど
も
た
ち
の
権
利
を
守
る

大
人
の
姿
勢
も
大
事
で
あ

る
。先
生
方
に
対
し
て
は
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
で
、子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
を
伸
ば

し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を

し
た
い
と
思
う
。

　こ
ど
も
計
画
と
こ

ど
も
の
権
利
条
例
は

車
の
両
輪
だ
と
思
う
。今
後

こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
制

定
の
考
え
は
。

　条
例
策
定
に
向
け

て
前
向
き
に
進
め
る
。

　学
校
や
地
域
、福
祉

課
等
か
ら
の
情
報
共

有
を
行
い
、支
援
に
繋
げ
て

い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
声

を
施
策
に
生
か
し
て

い
く
た
め
に
、意
見
を
聴
く

だ
け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち

自
身
が
ま
ち
づ
く
り
や
子

ど
も
施
策
の
検
討
に
参
加

で
き
る
機
会
を
持
つ
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
る
。今
後

こ
ど
も
会
議
や
意
見
交
換

会
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
意
見
を

述
べ
、そ
の
声
を
施
策
に
反

映
し
て
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
る
考
え
は
あ

る
の
か
。　北

中
城
村
こ
ど
も

計
画
は
、こ
ど
も
の
権

利
で
あ
る「
生
き
る
権
利
」

答

答

問

答

答

答

問

問

問

役場前に掲げられた非核宣言

こどもの権利条例の制定を
村長　条例策定に向けて前向きに進める

詳細は
動画から
チェック!

へ
ん
ざ
ん    

　
　
　か
ず
み

平
安
山 

和
美

　議
員

用
語
説
明

※
主
権
者
教
育
と
は
、国
や
社
会
の
問
題
を
自
分
の
問
題（
自
分
ご
と
）と
し
て
捉
え
、

自
ら
考
え
、判
断
し
、行
動
で
き
る
自
立
し
た
主
権
者
を
育
成
す
る
教
育
。単
な
る
政
治

の
仕
組
み
の
知
識
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、社
会
の
構
成
員
と
し
て
他
者
と
協
働
し
な
が

ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

・大切にしている政策
分野　　　　　　　
平和行政と人権尊重
を柱に、互いに支え
合い安心して暮らせ
る地域づくり

・意外に得意なこと　　
断捨離で心地よい空
間をつくること

安
谷
屋
在
住
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広
報
調
査
特
別
委
員
会平

安
山 

和
美

委
員

　北
中
城
村
は
今
年
、村

制
施
行
80
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、「
北
中
城
村
民
平
和

の
日
」が
制
定
さ
れ
、先
人

た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た

平
和
な
村
づ
く
り
の
歩
み

を
改
め
て
振
り
返
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　今
号
は
、任
期
最
後
の

議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

す
。議
会
広
報
委
員
会
で

は
、議
会
の
活
動
や
村
政

の
動
き
を
村
民
の
皆
さ
ま

へ
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と

を
心
掛
け
、紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　議
会
活
動
を
通
し
て
多
く
の
村
民

の
皆
さ
ま
と
出
会
い
、さ
ま
ざ
ま
な
声

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

一
つ
ひ
と
つ
の
声
が
議
会
の
原
動
力

と
な
り
、よ
り
良
い
村
づ
く
り
へ
向
け

た
議
論
に
つ
な
が
っ
て
き
た
も
の
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　任
期
の
締
め
く
く
り
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、こ
れ
ま
で
議
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
さ

ま
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　80
年
の
歴
史
と
平
和
へ
の
誓
い
を

未
来
へ
つ
な
ぎ
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も

北
中
城
村
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
で
あ

り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

感謝を込めて

　戦争の影響で家族は熊本県に疎開していた
こともあり、終戦の翌年１９４６年に熊本県で私
は生まれた。幼少期は熊本で育ったが、夏休み
には実家の北中城村仲順でよく過ごした。当
時の思い出がたくさんある。私にとってのふる
さとは今でも沖縄であり、北中城村の仲順で
ある。

　島そのものが戦争の標的にされたことで、
住民は逃げる場所を失った。それが沖縄戦だ。
「沖縄は日本のために犠牲になってもらう場
所」という考え方が日本政府にはあったと思う。
　再び、このような思想の復行を絶対に許し
てはならないと常に考える。

編 集
後 記

（佐喜眞さんにとって沖縄戦とは）

　大学卒業後１９７０年代からケーテ・コル
ヴィッツ、ジョルシュ・ルオー、上野誠の絵のコ
レクションを始めていた。１９８４年に画家の丸
木依里（まるきいり）、丸木俊（まるきとし）夫
妻と出会った。夫妻の願いである「沖縄戦の
図」を沖縄へ残したいという思いと、沖縄の本
来の力をアートの力によって「確認する場」、
「ものを想う場」をつくりたいという強い想い
が生まれた。それがあって米軍基地に食い込
むように佐喜眞美術館を建設した。

（佐喜眞美術館建設に至った経緯は）

　仲順在住の兄、花崎爲継と共に微力ながら北
中城村の為に頑張ってきた。
　世界が壊れようとしている今、文化を大切にす
る北中城村の村民性や生きる態度は大変重要な
ものになると期待する。

　沖縄はアジア諸国との深い交流によって創り
上げられた文化と国際性を持った琉球王国で
あった。そういう独自の歴史を持った素晴らしい
地域が沖縄戦によって破壊尽くされ、更には日本
政府とアメリカ軍政府に貶められたと思う。

（これからの北中城村へ望むこと）

島そのものが戦争の標的にされ
逃げる場所を失った。

確認する場、ものを想う場を
つくりたい

佐喜眞美術館 館長
佐喜眞 道夫さん（８０歳）

証言2

慰霊の日の日没に合わせ
夕日が差し込む屋上の小窓 美術館のメインである「沖縄戦の図」
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